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I n f o rm a t i o n

◎年間6,480円で毎月お手元にお届けいたします。
◎毎月24,000部発行 ※東海地方の演劇・舞踊・音楽公演・ホール、DM等にて配布
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◎毎月24,000部発行 ※東海地方の演劇・舞踊・音楽公演・ホール、DM等にて配布

〒461-0004 愛知県名古屋市東区葵2-11-22 アバンテージ葵305
TEL（052）508-5095　FAX (052）508-5097　
URL http://www.mane-pro.com
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URL http://www.mane-pro.com

頼 も し い 味 方 を お 探 し で す か ？

〒460-0021　名古屋市中区平和２-9-12　http://www.kp-c.co.jp

TEL(052)331-8881

集客・販促プランナー アートディレクター 印刷コンサルタント
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随想／永見 隆幸（音楽家 著作家 舞台ディレクター）　特集／「コトノハなごや」受賞作品
この人と…／名鶴 ひとみ（名鶴ダンスカンパニー主宰）
いとしのサブカル／御陵 正人（時代劇団「御陵一座」座長）
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大言壮語～巧言令色鮮矣仁
た い 　 げ ん 　 そ う 　  ご 　 　 　  　 こ う 　 げ ん 　 れ い  しょく   す く 　 な し 　 じ ん

永見隆幸（音楽家 著作家 舞台ディレクター）

　やれ、フェイスブックだラインだと言われてもピ

ンと来ない。Social Network Service は苦手

だ。仲間を集めるのには適しているらしいが、人間

の器が小さくなったりコミュニティを狭めたりする

弊害も指摘されている。テレビや新聞にすら目を

通さない自分には無縁の代物だ。

　若手の舞台人に、自ら書いたという SNS の記

事を見せられた。横にいた知人が、よせばいいのに

「自画自賛のテンコ盛り」と意見する。「誰も褒めな

いから自ら主張するしかない。どうしろと言うので

すか」と件の人は開き直った。一理あるとは言え、

他人様の世辞ならまだしも、「物凄い」だの「素晴

らしい」だの「感動を与える」だの「世界観がある」

だの、聞いている方が赤面するような最上級の形

容詞を自ら並べ立てるのは、野暮の極み。若い世

代に留まらず、先輩にも我々の中にも、他人様の

前で己を慰めることが好きな手合いは幾らでもい

る。実際、そんな連中の舞台に限って中身が無い。

一方、力量不足故の謙虚さや未熟故の恥じらい

が、原動力にもなり人の心を打つ。

　高名な演出家が、晩年になって「もっと『言葉』を

大切にすべきだった」と述懐した。独創的な仕事で

名を馳せた彼は、つまらぬ破壊者でもあったことを

懺悔した。今日は、擬物の時代、コピーの時代、素

人の時代と呼ばれ、本物は生き難い。言霊まで持

ち出すのは行き過ぎかもしれぬが、言葉の定義す

ら都合よく歪めて恬として恥じぬ昨今だからこそ、

言葉を大切にしたい。言論の自由が大切なのは無

論のこと。だからと言って、何をどう表現しても許

容されるべきというのは机上の空論である。

　感動という言葉も、よく浪費される。感動なん

ぞ、生涯に幾度も味わえるものではない。素晴ら

しい作品も一握りに満たない。物凄い舞台に出あ

うのも極く稀だ。大人の配慮は、時として真実を見

る目を曇らせる。下手クソでも有名になって話題を

集める舞台人はゴマンといるし、実力があっても

世に出ることができない者も大勢いる。それでも

前を向いて生きて行かなくてはならない。報われ

ずとも努力するのは当り前。どの世界においても、

どの水準にあっても、人間一匹が食べて行くのは、

それ自体、大変なことなのだ。

　務めた舞台に自分自身が満足したことはない。

創った舞台に完成と言えるものもない。達成感に

酔い、完成に近づいたと感じるようになったら愈々

お仕舞。何かが一つ解る度、その向うに理解を超

えた深遠なる世界がまた新たに広がって行く。
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写すことは捉えること。しかし、風景は私の前で移ろう。
その幻を求めて、今は林檎園の前に立っている。
セザンヌの卓上の林檎に代えて。

表紙
作品

先間 康博 （さきま　やすひろ）
福岡市生まれ
名古屋大学理学研究科満期退学
林檎　ニュートンもセザンヌも僕も（ツァイト・フォト・サロン）
Japan Caught by Camera（上海美術館）
Wildfire （ギャラリーHAM）

1966年
１998年
2006年
2007年
2016年

20代と30代の殆どを欧米で過ごし、国際的な実力派歌手として活躍。オペラやミュージカルで数多く
主役を務めた。指揮者や指導者としても定評がある。日本では文化庁芸術祭主催公演やＮＨＫクラシッ
ク･スタジオなどに出演。メリー・アーティスツ・カンパニー全公演の芸術監督を務め、『The Voice ～
Frank Sinatra』ほか、主演多数。昨年のトリノ王立歌劇場における公演や BHS ア･カペラ世界王者
「Crossroads」との共演などでも脚光を浴びる。代表する著書に『銀の光輝』、CDに『My Blue Heaven』。
現在、ザ・ディライトフル・カンパニー Artistic Director、東京二期会会員、ほか。
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主役を務めた。指揮者や指導者としても定評がある。日本では文化庁芸術祭主催公演やＮＨＫクラシッ
ク･スタジオなどに出演。メリー・アーティスツ・カンパニー全公演の芸術監督を務め、『The Voice ～
Frank Sinatra』ほか、主演多数。昨年のトリノ王立歌劇場における公演や BHS ア･カペラ世界王者
「Crossroads」との共演などでも脚光を浴びる。代表する著書に『銀の光輝』、CDに『My Blue Heaven』。
現在、ザ・ディライトフル・カンパニー Artistic Director、東京二期会会員、ほか。



　あなたに謝りた
いことがあります。
　私は物事を先
伸ばしにするのは
よくないと教わり
ました。
　他力本願はよく
ないと教わりまし
た。
　口先だけで行
動しないのもよく
ないと教わりまし
た。

　私は今まで大変失礼なことをしてしまっていたと、気づき
ました。
　この場を借りて心よりお詫び申し上げます。

　手を合わせて頭を下げればよいということではないこと
も重々承知しています。

　大須観音様

　本来ならこちらがお供えをすべきところ、いつも唐揚げ
や、アイスクリームや、みたらし団子や、たこ焼きを食べ
てからしかお参りに行っておらず、申し訳ございません。
　パソコンや、携帯カバーや、服など、自分の欲望を優先し、
後回しにしてしまったこと、心よりお詫び申し上げます。

　しかしながら、それでも、またお参りに来ますので何卒
ご利益をいただけませんでしょうか。
　次からは２回に１回、上前津駅で降りるのをやめて、大
須観音駅で降りるようにし、真っ先に足を運ぶようにします。
　どんなにいい匂いが漂ってこようとも、欲望に抗います。

　ですので、何卒ご利益、ご縁を頂きたく存じます。
　何卒何卒よろしくお願い申し上げます。

　「真ん中の赤い
クマのとこ見やあ
せ」
　突然かかってき
たかと思 え ば、
訳がわからないこ
とを一方的に言
われた電話。「や
っとかめ」とか「な
も」なんてコアな
名古屋弁を捲し
立てられ、一方的
に切られた電話。
電話の主と同居している伯母に「翻訳」してもらって、辛
うじて通じた。
　「え～？なんで俺がばあちゃんのハイク見なあかんの？」
　「どうせ大学生だから、ヒマでしょ」という、これまた遺
伝子が見事に引き継がれた伯母の言葉。祖母の家は今で
も名古屋の由緒正しい下町に住み続けているのと対照的
に、彼の両親は一戸建てを買うために、泣く泣く名古屋市
内から市外に“落ちのびた”。そんな辺縁に住む俺に頼む
なよ。と思っていながらも、ぶつぶつ言って、カノジョとの
デートにかこつけて見てやることに。カノジョはもちろん、
名古屋市内。住所が○○区から始まる人だ。

　「へえ、随分と流麗な字なのね。」
　真ん中の赤いクマ（翻訳「セントラルパークのギャラリー」）
に展示していた祖母の俳画を二人で見ると、意外にもカノ
ジョは関心を示してくれた。こっちは全く関心がない。せ
いぜい読めた句が〈炎天や名古屋弁なる婆三人〉という、
読まなきゃよかったと思わせる句だった。

　セントラルパークに、セントラルブリッジ。そのど真ん中
にテレビ塔が鎮座。そういや鉄道会社の名前も日本語名は
東海なのに、英語に直すとセントラルだったっけ。そう思う
と、そんな“セントラル”大好きな名古屋の、そんな場所
にあのばあちゃんの展示は、実にお似合いではないか。思
わずプッと吹きだした彼に、彼女が言う。
　「ねえ、住んでいる所って不便でしょ。」
　「まあね……。でもさあ、親が建ててまったし…」
　「私と結婚したら、名古屋市内に戻れるよ。パパの家に
一緒に住めばいいから！」
　嗚呼、俺は一生、セントラルな女に振り回されるらしい。

　神宮前駅あた
り、どうかな。

　名鉄電車で花
火を見に行った帰
り道、3歳年下の
彼がポツリと言っ
た。二人の通勤
にも便利だし、熱
田さん近いからお
参りもすぐ行ける
よ。あ、あと Eっ
てラーメン屋が駅の近くにあってさ、超こってりなんだけど

美味いんだよ。それにさ、たたんたたんって、聞こえるよ。
こないだ言ってたでしょ？電車の音が聞こえる生活っていい
ねって。どうかな。
　ポツリがきっかけになったのか、彼は捲したてるようにこ
こまで言って、眼鏡を中指で触った。恥ずかしい時の彼の癖。
些細な会話を覚えててくれたことが、嬉しかった。

　秋の終わり、二人での生活が始まった。休みの合わない
私たちは、二人で過ごす時間はあまりなかったけど、近く
のスーパーで玉葱が１袋７９円で買えたことをスタンディン
グオベーション並みに賞賛したり、彼が失敗した料理を笑
いながら食べたりした。
　初めての年越しは、熱田神宮で初詣をして、そのままE
で年越しラーメンしようという話になった。人混みに酔った
私はラーメンなんか食えるかと思っていたのに、いざラーメ
ンと餃子がテーブルに並ぶと、パキリと割り箸を割っていた
だきますと手を合わせていた。
　フーフーとラーメンを冷ましつつ、何お願いした？と聞こ
うと顔を上げたら、ラーメンの湯気で彼の眼鏡が真っ白に
なってて、思わず吹き出した。きょとんとした顔をしている
彼を見て、まぁ今はいっかと餃子を一つぱくつく。Eのラー
メンのこってりドロドロスープはなかなか冷めない。猫舌の
私が少しずつ食べ始めた頃には、彼は既に食べ終わって眼
鏡を拭いていた。鼻先が赤くなった彼は、田舎の子供みた
いだった。

　初詣ダイヤなのか、遠くで電車のたたんたたんという音
が聞こえる。ふとさっきの質問を思い出し、ねぇ何お願い
した？と改めて聞いたら、え、いや、ちょっとしたことを、
と言って、さっき拭いた眼鏡をもう一度拭いていた。
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写真：秦　義之

銀賞

＜選んだ写真＞ 名鉄電車

「ねがいごと」
麻原 奈未（名古屋市）
あ さ は ら   な  み

授賞式＆公開講評トーク

コトノハなごやサロン

　2018年12月1日（土）に栄のナディアパーク7階「7th cafe」にて、入選20
作品の中から受賞作品の発表と、選考委員の中村航氏、吉川トリコ氏、武田
俊氏による公開講評トークを行う「コトノハなごやサロン」を開催いたしまし
た。入選作品の作者の皆様をはじめ、たくさんの方々にご参加いただきまし
た。第1回目と同様に受賞作品は「コトノハなごやサロン」当日に発表したた
め、受賞者の皆様からは歓声や驚きの声があがりました。授賞式では河村た
かし名古屋市長より、賞状と副賞が手渡されました。また、入選20作品の公
開講評トークでは、選考委員と作者の皆様とのトークが繰り広げられまし
た。作者の皆様にとっては、直接作品講評を受けるだけでなく、選考委員に
質問もできる貴重な時間となりました。

　2018年度の第2回に続き、2019年度も「コトノハなごや」を開催いた
します。作品募集に関することなど、詳細は決定次第、公式ウェブサイト
（https://kotonohanagoya.jp/）で発表いたしますので、ぜひご応募ください。

次回の コトノハなごや について
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銀賞

＜選んだ写真＞ セントラルパーク／ギャラリー

「セントラルばあちゃん」
水野 大雅（名古屋市）
み ず  の   た い  が

金賞
＜選んだ写真＞ 大須観音

「懺悔」
チョコラブ（名古屋市）

文芸による名古屋の魅力発信事業

第２回 コトノハなごや 受賞作品
　「日常のなごや」の魅力を言葉やアート表現にしていく体験や短編作品応募で参加する「コトノ
ハなごや」。2017年度にスタートし2年目を迎えた今回も、「なごや」を切り取った10枚の写真をも
とに、日常での体験や人との交流、風景との出会い、ものへの思い出などの「なごやとわたしの物
語」を募集しました。エッセイ・小説・詩・短歌・俳句などで表現した353の力作が寄せられ、厳正
なる審査を経て、金賞1、銀賞2、佳作2の5作品が選ばれました。今回は、その中から見事に金賞・
銀賞を受賞した3作品をご紹介いたします。
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名鶴 ひとみ
名鶴ダンスカンパニー主宰

な 　 づ る

　歌とダンスと演劇を合体させたミュージカル。その華やか
な世界を夢見る若者たちは星の数ほどいる。そんな若者た
ちは、地域の劇団やダンススタジオでスキルアップするか、
芸大・音大のミュージカル科に入学することになる。だが、プ
ロへの道は想像を絶するほど険しい。名古屋市中区で「名鶴
ダンスカンパニー」を主宰する名鶴ひとみさん（1949年生
まれ）は、半世紀前に宝塚歌劇の舞台をめざし、ストレートで
ミュージカル女優への夢を実現させた熱意の人だ。宝塚歌
劇団退団後はダンススタジオを開設し、ミュージカル俳優を
目指す後進を育成。「宝塚歌劇を目指すなら名鶴」といわれ
るまでになった彼女の、生い立ちと人生哲学を聞いた。
　　　　　　　　　　　　　            （聞き手 ： 上野　茂）

さん

I n t e r v i e wI n t e r v i ew I n t e r v i ew

　　

タカラジェンヌへの夢叶えた熱意の人
　――名鶴さんといえば「宝塚」。ご自身も、姉の加代さん
も宝塚歌劇団に入団され活躍されました。宝塚を目指した
切っ掛け、試験に合格するためにどんな勉強をされたので
しょうか。
　「小学4年の時だったと思います。母が名鉄ホールで行
われた宝塚歌劇団の公演に、姉と私とを連れて行ってくれ
たのです。当時活動を行っていたのは宝塚歌劇団と松竹
歌劇団のみ。一般にはミュージカルが何なのかも知られて
いない時代でした。宝塚歌劇の夢のように華やかな舞台
を見て姉と私は虜になりました。最初に姉が『はいりたい！』

と声を上げました。わたしは姉の後ろから『わたしも！』と
（笑）。それ以後、母は私たちを、年に何度も宝塚の公演に
連れて行ってくれました。姉と私は当然のように宝塚歌劇
に夢中になりました」
　――名鶴さんのご両親は鶴舞で果実店を営んでおられ
たと聞いています。どんなご家庭だったのでしょうか。
　「場所は鶴舞、中央線高架下に1店、現在、中部大学の
名古屋キャンパスがあるあたりにも2店ありました。近くに
名古屋大学附属病院があったおかげで、とても繁盛したよ
うです（笑）。両親は経済的に、とても苦労して育ったと聞
いています。だから私たち姉妹には、投資を惜しみません
でした」

小4～高3、宝塚受験準備に没頭
　――宝塚受験のために、どんなレッスンを受けられたの
ですか？
　「果実店隣の幼稚園で、いろいろな教室が開かれていま
した。今でいう文化センターのようなものだったと思いま
す。姉と私は幼いころから南條流のダンスを習っていまし
た。宝塚受験を決めてからはバレエ、声楽、日舞、三味線、
タップと何でもやりました。特にバレエには力を入れまし
た。有名な貝谷八百子バレエ団の教室が名古屋にもあり、
高校3年まで6年間通いました。私は負けん気が強かった
ので、誰よりもうまくなろうと懸命でした。転んでも転んで
も、フェッテ（回転）の練習をしました。週末には宝塚に通
い、受験のためのレッスンを受けました。両親の経済的負
担は大変なものだったと思います」
　――高校は名門・金城学院でしたね。どんな生徒さん
だったのですか。
　「金城（中学、高校）を選んだのは私ではなく両親でした。
父が若いころ丁稚奉公に出た店のお嬢さんが金城生だっ
たそうで、自分の娘も行かせたかったんでしょうね。先に金
城生になっていた姉も『絶対金城がいい』と後押ししてく
れました。クラスメイトに負けたくないと、勉強も頑張りまし
た」
　――そして宝塚受験。名鶴さんは高3で受験され、スト
レートで合格されました。
　「美人だった姉が3度目で合格しました。私はダメだった
ら東京の大学か、フランスに留学させてもらおう、なんてこ
とを考えていたんです（笑）。姉の合格は私が高1の時で
54期生。私は56期生になります。姉の合格は本当にうれ
しかった。自分が合格した時よりも誇らしく思えました。私
がストレートで合格できたのは、姉を見て、歌やバレエの合
格レベルが分かっていたからだと思います」
　――56期生は1968年に宝塚音楽学校に入学し、70年
に卒業。同年宝塚歌劇団に入団したのは70人。同期生に

はどんな人がいらしたのでしょうか。
　「後に雪組のトップスターになる麻実れいさん、雪組と
星組で娘役トップになる東千晃さん、そして人気歌手にな
る小柳ルミ子さん。石田ゆりさん（女優・石田あゆみの妹で、
後になかにし礼と結婚）は音楽学校卒業後、入団を放棄さ
れました。小柳さんも入団の年（70年）に初舞台のみに出
演し退団されました。石田さん、小柳さんは芸能界指向が
強かったようです」

入団1年目、大役ゲットし新人賞
　――名鶴さんは56期生の中で、どのような存在だった
のでしょうか。また、ご自身のレベルは同級生と比較してど
うでしたか？
　「私は小さくて、スタイルもあまり良くありませんでした
（苦笑）。目立たない生徒だったと思いますが、実技、学科
の成績はトップクラスで、委員長をさせていただいていまし
た。在団中の一番の思い出は、入団1年目の71年3月に、
月組の『ドン・ホセの一生』で、メーンキャストのミカエラに
抜擢され、10月には中日劇場で公演できたことです。1年
目の新人に大役が与えられることは異例中の異例で、団
から新人賞をいただきました。故郷に錦を飾ることができ、
毎日のようにマスコミの取材を受けました。両親にも恩返
しができたのではと思いました」
　――しかし名鶴さんは入団から3年後の73年に退団さ
れました。何か特別な事情があったのでしょうか。
　「退団を決断したのは、宝塚歌劇団は男役中心の世界
だと思ったこと。結局自分はこの世界に向いていないと実
感しました。両親も、早く結婚して普通の女性の幸せをつ
かんでほしいと願っていました。私は研究科1年で大役を
与えていただいたにもかかわらず、結婚を理由にさっさと
退団してしまいました」
　――つらい決断をされたのですね。しかし負けず嫌いの
名鶴さんは、落ち込む間もなく次のステップを踏み出しま
す。
　「歌劇は歌とダンスとお芝居の総合芸術。でもすべてを
完璧にできる人はいません。結局、中途半端になってしまう。

だったらどれか一つのことを極めたいと思いました。そして
選んだのがジャズダンスだったのです。宝塚歌劇団退団後、
結婚し2人の子供に恵まれました。私は子育てをしながら
東京や宝塚に通い、ジャズダンスの先生方のレッスンを受
けました。そして新栄のスポルト名古屋にスタジオを開設し
たのが82年。宝塚歌劇団退団から10年後のことでした」

退団から10年、新栄にダンススタジオ
　――劇団四季が東京で「キャッツ」を上演し、若者たちの
間にミュージカルブームが巻き起こるのが83年。スタジオ
のオープンは、まさにタイムリーでした。
　「オープン時には約100人の生徒が集まりました。88年
12月には中日劇場で第1回の公演を行うことができました。
その後も生徒は増え続け、鶴舞駅前にスタジオを移した時
には450人にもなっていました」
　――世界デザイン博（89年7月15日―11月26日）が開
催されるなど、名古屋が最も元気な時代でしたね。
　「デザイン博では市民ミュージカル『バード』の演出助手
を務めさせていただきました。3か月間のロングランでした
から、それはもう大変でした。その後スタジオを栄のアシッ
クスビル（3-5Ｆ）に移しました。ちょうどナディアパークが
建設中のころでした。なにせ名古屋の中心地。生徒はOL 
を中心に800人近くまで増えました。3フロアとはいえ、教
室はラッシュ状態。ステップで床が抜けるのではないかと
心配したほどです（笑）」
　――私も栄スタジオオープンの祝賀会に参加させてい
ただきましたが、名鶴先生は体調不良で欠席され、お目に
かかることができませんでした（笑）。
　「若いころから酷使してきた体ですからね。でも心身と
もに最も落ち込んだのは、現在のスタジオ（クレインビル）
建設の前後でした」
　――では2014年のクレインビル建設についてお聞かせ
ください。スタジオの建設には大変なご苦労があったと推

察しますが、どのような展望を描いて建設に着手されたの
でしょうか。
　「一番の理由は、栄のアシックスビルが売却されたため、
立ち退きを要請されたこと。何とかスタジオを守ろうとし
ましたが、かないませんでした。広く大きなスタジオが欲し
かったのは、公演のリハーサルのためでした。通常のレッス
ンはコンパクトなスタジオでも可能なのですが、公演のた
めには、本舞台と同じ大きさのスペースが必要になります。
芸術劇場や芸術創造センターのリハーサル室が自由に使
えればいいのですが、抽選があります。中区や東区のス
ポーツセンターを使ったこともありましたが、床が滑り過ぎ
るので、わざわざ100キロもあるリノリウムを運んで対応し
なければなりませんでした」

千代田に念願のスタジオ建設
　――それは全国のダンススタジオ共通の悩みでしょうね。
　「幸いだったのは、10年ほど前に約100坪の土地を購
入していたことです。しかし私が理想とするスタジオを作
るのは容易ではなかったようで、何人もの設計士がギブ
アップしてしまいました（笑）」
　――（姉の）加代さんがお亡くなりになったのも、そのこ
ろだったと聞いていますが。
　「姉は私が宝塚歌劇団を退団する10カ月前に、結婚の
ために退団していました。姉は歌うことが大好きで、退団
後もホテルのディナーショーや、亡くなる前は介護施設な
どで歌っていました。姉は私と違って社交家でした。私のラ
イバルでもあり、憧れでもありました。両親を亡くした直後
でもあり、とても大きなショックを受けました。ともあれ、立

派なスタジオが完成しましたが、私は抜け殻になってしま
いました」
　――心からお悔やみ申し上げます。話題を変えて、名鶴
ダンスカンパニーの公演についてうかがいます。当初から
公演には、今村ねずみ（THE CONVOY）さんら、東京の
有名ダンサー・振付家を起用されています。特別な理由が
あるのでしょうか。
　「東京の赤坂にTap Tipsというショーパブがあり、宝塚
の仲間とよく訪れていました。その店の人気者だったのが
THE CONVOYでした。名古屋出身のオーナーも好意的
で、彼らは私のスタジオのオープン当初から、手助けしてく
れました。特にねずみさんは公演の構成や振付に率先し
て参加してくれました。以来、うちの公演には、ねずみさん
つながりのダンサー・振付家が必ず参加してくれるように
なりました。本当に感謝しています」
　――公演といえば、2016年クレインビルのスタジオ内
で主力メンバーがミニ・ミュージカルを行いました。至近距
離でダンサーの息遣いを感じることができ、私は彼女らの
実力を再認識しました。これをシリーズ化する予定はあり
ませんか？
　「最近はスタジオ公演を行う団体が増えているようです
ね。確かにご来場いただいた皆さんには好評をいただきま
した。シリーズ化するかは別にして、またやってみたいです
ね。でも、着替えやメークのためのスペースがなかったり、
スタジオ内は音響や照明の設備も十分でなく、お客さまが
使用できるトイレの数も少ない。解決すべき課題も少なく
ありませんね」

成功の秘訣は〝努力する才能〟
　――当地では〝宝塚を目指すなら、名鶴ダンスカンパ
ニー〟といわれています。名鶴ダンスカンパニーからは何
人もの宝塚歌劇団、劇団四季、あるいはテーマパークダン
サー合格者が毎年出ています。さまざまなプロテストに合
格する秘訣があれば教えてください。
　「メンタル面で言えば、努力する才能がある人は強い、と

いうこと。困難を乗り越える力、折れない心、そして自身に
対して謙虚であること。入会時に『死ぬ気で頑張ります！』
といった生徒が３カ月で辞めてしまうケースもありますが
（笑）。基本的なことを言えば、優れた身体能力と声の良さ、
当たり前のことですが、健康な体と心の持ち主であること
だと思います」
　――健康な体といえば、昨年10月の公演で、名鶴さんは
客演のJUNさんとダイナミックでスリリングなダンスを披
露されました。失礼ながら名鶴さんのお年で、あれほど激
しいダンスができるとは驚きです。やはり日々の鍛練とい
うことでしょうか。
　「自分自身のバレエのレッスンとフィジカルトレーニング。
いくつになっても教師である限り体のメンテナンスは欠か
せません。時間とお金を惜しんではなりません」
　――長い取材にお付き合いいただきありがとうございま
した。最後に名鶴ダンスカンパニーの後継者についてうか
がいます。彼女らには何を望みますか？
　「多くのダンスを愛する若者たちが、このスタジオでダ
ンスを学び夢を描きました。後継者には、生徒たち一人一
人と、スタジオを離れても、出会えば笑顔であいさつできる
関係を築いてほしい。常に先を見て、物事を推し進める力
を付けてほしいと思います」

□プロフィール
　1968年、宝塚音楽学校に入学。70年「ハロー・タカラヅカ」
で初舞台を踏む。71年月組公演「ドン・ホセの一生」にミカエ
ラ役で出演、新人賞を受賞する。
　82年、ジャズダンス専門スタジオ「スタジオ№１ナゴヤ」（後
の名鶴ダンスカンパニー）を開設。
　2009年の公演「NOUS 14th」が名古屋市民芸術祭特別
賞を受賞。14年、日本ジャズダンス芸術協会ダンスコンクー
ルで「振付家協会賞」を受賞。
　同年、中区千代田に新スタジオを建設。名称を「名鶴ダン
スカンパニー」に改める。
　17年の創立35周年記念公演「NOUS 17th」が名古屋市
民芸術祭特別賞を受賞。
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（上）広く、天井の高い新スタジオ （下）年齢を感じさせない名鶴さん
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名鶴 ひとみ
名鶴ダンスカンパニー主宰

な 　 づ る

　歌とダンスと演劇を合体させたミュージカル。その華やか
な世界を夢見る若者たちは星の数ほどいる。そんな若者た
ちは、地域の劇団やダンススタジオでスキルアップするか、
芸大・音大のミュージカル科に入学することになる。だが、プ
ロへの道は想像を絶するほど険しい。名古屋市中区で「名鶴
ダンスカンパニー」を主宰する名鶴ひとみさん（1949年生
まれ）は、半世紀前に宝塚歌劇の舞台をめざし、ストレートで
ミュージカル女優への夢を実現させた熱意の人だ。宝塚歌
劇団退団後はダンススタジオを開設し、ミュージカル俳優を
目指す後進を育成。「宝塚歌劇を目指すなら名鶴」といわれ
るまでになった彼女の、生い立ちと人生哲学を聞いた。
　　　　　　　　　　　　　            （聞き手 ： 上野　茂）
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のでしょうか。また、ご自身のレベルは同級生と比較してど
うでしたか？
　「私は小さくて、スタイルもあまり良くありませんでした
（苦笑）。目立たない生徒だったと思いますが、実技、学科
の成績はトップクラスで、委員長をさせていただいていまし
た。在団中の一番の思い出は、入団1年目の71年3月に、
月組の『ドン・ホセの一生』で、メーンキャストのミカエラに
抜擢され、10月には中日劇場で公演できたことです。1年
目の新人に大役が与えられることは異例中の異例で、団
から新人賞をいただきました。故郷に錦を飾ることができ、
毎日のようにマスコミの取材を受けました。両親にも恩返
しができたのではと思いました」
　――しかし名鶴さんは入団から3年後の73年に退団さ
れました。何か特別な事情があったのでしょうか。
　「退団を決断したのは、宝塚歌劇団は男役中心の世界
だと思ったこと。結局自分はこの世界に向いていないと実
感しました。両親も、早く結婚して普通の女性の幸せをつ
かんでほしいと願っていました。私は研究科1年で大役を
与えていただいたにもかかわらず、結婚を理由にさっさと
退団してしまいました」
　――つらい決断をされたのですね。しかし負けず嫌いの
名鶴さんは、落ち込む間もなく次のステップを踏み出しま
す。
　「歌劇は歌とダンスとお芝居の総合芸術。でもすべてを
完璧にできる人はいません。結局、中途半端になってしまう。

だったらどれか一つのことを極めたいと思いました。そして
選んだのがジャズダンスだったのです。宝塚歌劇団退団後、
結婚し2人の子供に恵まれました。私は子育てをしながら
東京や宝塚に通い、ジャズダンスの先生方のレッスンを受
けました。そして新栄のスポルト名古屋にスタジオを開設し
たのが82年。宝塚歌劇団退団から10年後のことでした」

退団から10年、新栄にダンススタジオ
　――劇団四季が東京で「キャッツ」を上演し、若者たちの
間にミュージカルブームが巻き起こるのが83年。スタジオ
のオープンは、まさにタイムリーでした。
　「オープン時には約100人の生徒が集まりました。88年
12月には中日劇場で第1回の公演を行うことができました。
その後も生徒は増え続け、鶴舞駅前にスタジオを移した時
には450人にもなっていました」
　――世界デザイン博（89年7月15日―11月26日）が開
催されるなど、名古屋が最も元気な時代でしたね。
　「デザイン博では市民ミュージカル『バード』の演出助手
を務めさせていただきました。3か月間のロングランでした
から、それはもう大変でした。その後スタジオを栄のアシッ
クスビル（3-5Ｆ）に移しました。ちょうどナディアパークが
建設中のころでした。なにせ名古屋の中心地。生徒はOL 
を中心に800人近くまで増えました。3フロアとはいえ、教
室はラッシュ状態。ステップで床が抜けるのではないかと
心配したほどです（笑）」
　――私も栄スタジオオープンの祝賀会に参加させてい
ただきましたが、名鶴先生は体調不良で欠席され、お目に
かかることができませんでした（笑）。
　「若いころから酷使してきた体ですからね。でも心身と
もに最も落ち込んだのは、現在のスタジオ（クレインビル）
建設の前後でした」
　――では2014年のクレインビル建設についてお聞かせ
ください。スタジオの建設には大変なご苦労があったと推

察しますが、どのような展望を描いて建設に着手されたの
でしょうか。
　「一番の理由は、栄のアシックスビルが売却されたため、
立ち退きを要請されたこと。何とかスタジオを守ろうとし
ましたが、かないませんでした。広く大きなスタジオが欲し
かったのは、公演のリハーサルのためでした。通常のレッス
ンはコンパクトなスタジオでも可能なのですが、公演のた
めには、本舞台と同じ大きさのスペースが必要になります。
芸術劇場や芸術創造センターのリハーサル室が自由に使
えればいいのですが、抽選があります。中区や東区のス
ポーツセンターを使ったこともありましたが、床が滑り過ぎ
るので、わざわざ100キロもあるリノリウムを運んで対応し
なければなりませんでした」

千代田に念願のスタジオ建設
　――それは全国のダンススタジオ共通の悩みでしょうね。
　「幸いだったのは、10年ほど前に約100坪の土地を購
入していたことです。しかし私が理想とするスタジオを作
るのは容易ではなかったようで、何人もの設計士がギブ
アップしてしまいました（笑）」
　――（姉の）加代さんがお亡くなりになったのも、そのこ
ろだったと聞いていますが。
　「姉は私が宝塚歌劇団を退団する10カ月前に、結婚の
ために退団していました。姉は歌うことが大好きで、退団
後もホテルのディナーショーや、亡くなる前は介護施設な
どで歌っていました。姉は私と違って社交家でした。私のラ
イバルでもあり、憧れでもありました。両親を亡くした直後
でもあり、とても大きなショックを受けました。ともあれ、立

派なスタジオが完成しましたが、私は抜け殻になってしま
いました」
　――心からお悔やみ申し上げます。話題を変えて、名鶴
ダンスカンパニーの公演についてうかがいます。当初から
公演には、今村ねずみ（THE CONVOY）さんら、東京の
有名ダンサー・振付家を起用されています。特別な理由が
あるのでしょうか。
　「東京の赤坂にTap Tipsというショーパブがあり、宝塚
の仲間とよく訪れていました。その店の人気者だったのが
THE CONVOYでした。名古屋出身のオーナーも好意的
で、彼らは私のスタジオのオープン当初から、手助けしてく
れました。特にねずみさんは公演の構成や振付に率先し
て参加してくれました。以来、うちの公演には、ねずみさん
つながりのダンサー・振付家が必ず参加してくれるように
なりました。本当に感謝しています」
　――公演といえば、2016年クレインビルのスタジオ内
で主力メンバーがミニ・ミュージカルを行いました。至近距
離でダンサーの息遣いを感じることができ、私は彼女らの
実力を再認識しました。これをシリーズ化する予定はあり
ませんか？
　「最近はスタジオ公演を行う団体が増えているようです
ね。確かにご来場いただいた皆さんには好評をいただきま
した。シリーズ化するかは別にして、またやってみたいです
ね。でも、着替えやメークのためのスペースがなかったり、
スタジオ内は音響や照明の設備も十分でなく、お客さまが
使用できるトイレの数も少ない。解決すべき課題も少なく
ありませんね」

成功の秘訣は〝努力する才能〟
　――当地では〝宝塚を目指すなら、名鶴ダンスカンパ
ニー〟といわれています。名鶴ダンスカンパニーからは何
人もの宝塚歌劇団、劇団四季、あるいはテーマパークダン
サー合格者が毎年出ています。さまざまなプロテストに合
格する秘訣があれば教えてください。
　「メンタル面で言えば、努力する才能がある人は強い、と

いうこと。困難を乗り越える力、折れない心、そして自身に
対して謙虚であること。入会時に『死ぬ気で頑張ります！』
といった生徒が３カ月で辞めてしまうケースもありますが
（笑）。基本的なことを言えば、優れた身体能力と声の良さ、
当たり前のことですが、健康な体と心の持ち主であること
だと思います」
　――健康な体といえば、昨年10月の公演で、名鶴さんは
客演のJUNさんとダイナミックでスリリングなダンスを披
露されました。失礼ながら名鶴さんのお年で、あれほど激
しいダンスができるとは驚きです。やはり日々の鍛練とい
うことでしょうか。
　「自分自身のバレエのレッスンとフィジカルトレーニング。
いくつになっても教師である限り体のメンテナンスは欠か
せません。時間とお金を惜しんではなりません」
　――長い取材にお付き合いいただきありがとうございま
した。最後に名鶴ダンスカンパニーの後継者についてうか
がいます。彼女らには何を望みますか？
　「多くのダンスを愛する若者たちが、このスタジオでダ
ンスを学び夢を描きました。後継者には、生徒たち一人一
人と、スタジオを離れても、出会えば笑顔であいさつできる
関係を築いてほしい。常に先を見て、物事を推し進める力
を付けてほしいと思います」

□プロフィール
　1968年、宝塚音楽学校に入学。70年「ハロー・タカラヅカ」
で初舞台を踏む。71年月組公演「ドン・ホセの一生」にミカエ
ラ役で出演、新人賞を受賞する。
　82年、ジャズダンス専門スタジオ「スタジオ№１ナゴヤ」（後
の名鶴ダンスカンパニー）を開設。
　2009年の公演「NOUS 14th」が名古屋市民芸術祭特別
賞を受賞。14年、日本ジャズダンス芸術協会ダンスコンクー
ルで「振付家協会賞」を受賞。
　同年、中区千代田に新スタジオを建設。名称を「名鶴ダン
スカンパニー」に改める。
　17年の創立35周年記念公演「NOUS 17th」が名古屋市
民芸術祭特別賞を受賞。
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タカラジェンヌへの夢叶えた熱意の人
　――名鶴さんといえば「宝塚」。ご自身も、姉の加代さん
も宝塚歌劇団に入団され活躍されました。宝塚を目指した
切っ掛け、試験に合格するためにどんな勉強をされたので
しょうか。
　「小学4年の時だったと思います。母が名鉄ホールで行
われた宝塚歌劇団の公演に、姉と私とを連れて行ってくれ
たのです。当時活動を行っていたのは宝塚歌劇団と松竹
歌劇団のみ。一般にはミュージカルが何なのかも知られて
いない時代でした。宝塚歌劇の夢のように華やかな舞台
を見て姉と私は虜になりました。最初に姉が『はいりたい！』

と声を上げました。わたしは姉の後ろから『わたしも！』と
（笑）。それ以後、母は私たちを、年に何度も宝塚の公演に
連れて行ってくれました。姉と私は当然のように宝塚歌劇
に夢中になりました」
　――名鶴さんのご両親は鶴舞で果実店を営んでおられ
たと聞いています。どんなご家庭だったのでしょうか。
　「場所は鶴舞、中央線高架下に1店、現在、中部大学の
名古屋キャンパスがあるあたりにも2店ありました。近くに
名古屋大学附属病院があったおかげで、とても繁盛したよ
うです（笑）。両親は経済的に、とても苦労して育ったと聞
いています。だから私たち姉妹には、投資を惜しみません
でした」

小4～高3、宝塚受験準備に没頭
　――宝塚受験のために、どんなレッスンを受けられたの
ですか？
　「果実店隣の幼稚園で、いろいろな教室が開かれていま
した。今でいう文化センターのようなものだったと思いま
す。姉と私は幼いころから南條流のダンスを習っていまし
た。宝塚受験を決めてからはバレエ、声楽、日舞、三味線、
タップと何でもやりました。特にバレエには力を入れまし
た。有名な貝谷八百子バレエ団の教室が名古屋にもあり、
高校3年まで6年間通いました。私は負けん気が強かった
ので、誰よりもうまくなろうと懸命でした。転んでも転んで
も、フェッテ（回転）の練習をしました。週末には宝塚に通
い、受験のためのレッスンを受けました。両親の経済的負
担は大変なものだったと思います」
　――高校は名門・金城学院でしたね。どんな生徒さん
だったのですか。
　「金城（中学、高校）を選んだのは私ではなく両親でした。
父が若いころ丁稚奉公に出た店のお嬢さんが金城生だっ
たそうで、自分の娘も行かせたかったんでしょうね。先に金
城生になっていた姉も『絶対金城がいい』と後押ししてく
れました。クラスメイトに負けたくないと、勉強も頑張りまし
た」
　――そして宝塚受験。名鶴さんは高3で受験され、スト
レートで合格されました。
　「美人だった姉が3度目で合格しました。私はダメだった
ら東京の大学か、フランスに留学させてもらおう、なんてこ
とを考えていたんです（笑）。姉の合格は私が高1の時で
54期生。私は56期生になります。姉の合格は本当にうれ
しかった。自分が合格した時よりも誇らしく思えました。私
がストレートで合格できたのは、姉を見て、歌やバレエの合
格レベルが分かっていたからだと思います」
　――56期生は1968年に宝塚音楽学校に入学し、70年
に卒業。同年宝塚歌劇団に入団したのは70人。同期生に

はどんな人がいらしたのでしょうか。
　「後に雪組のトップスターになる麻実れいさん、雪組と
星組で娘役トップになる東千晃さん、そして人気歌手にな
る小柳ルミ子さん。石田ゆりさん（女優・石田あゆみの妹で、
後になかにし礼と結婚）は音楽学校卒業後、入団を放棄さ
れました。小柳さんも入団の年（70年）に初舞台のみに出
演し退団されました。石田さん、小柳さんは芸能界指向が
強かったようです」

入団1年目、大役ゲットし新人賞
　――名鶴さんは56期生の中で、どのような存在だった
のでしょうか。また、ご自身のレベルは同級生と比較してど
うでしたか？
　「私は小さくて、スタイルもあまり良くありませんでした
（苦笑）。目立たない生徒だったと思いますが、実技、学科
の成績はトップクラスで、委員長をさせていただいていまし
た。在団中の一番の思い出は、入団1年目の71年3月に、
月組の『ドン・ホセの一生』で、メーンキャストのミカエラに
抜擢され、10月には中日劇場で公演できたことです。1年
目の新人に大役が与えられることは異例中の異例で、団
から新人賞をいただきました。故郷に錦を飾ることができ、
毎日のようにマスコミの取材を受けました。両親にも恩返
しができたのではと思いました」
　――しかし名鶴さんは入団から3年後の73年に退団さ
れました。何か特別な事情があったのでしょうか。
　「退団を決断したのは、宝塚歌劇団は男役中心の世界
だと思ったこと。結局自分はこの世界に向いていないと実
感しました。両親も、早く結婚して普通の女性の幸せをつ
かんでほしいと願っていました。私は研究科1年で大役を
与えていただいたにもかかわらず、結婚を理由にさっさと
退団してしまいました」
　――つらい決断をされたのですね。しかし負けず嫌いの
名鶴さんは、落ち込む間もなく次のステップを踏み出しま
す。
　「歌劇は歌とダンスとお芝居の総合芸術。でもすべてを
完璧にできる人はいません。結局、中途半端になってしまう。
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だったらどれか一つのことを極めたいと思いました。そして
選んだのがジャズダンスだったのです。宝塚歌劇団退団後、
結婚し2人の子供に恵まれました。私は子育てをしながら
東京や宝塚に通い、ジャズダンスの先生方のレッスンを受
けました。そして新栄のスポルト名古屋にスタジオを開設し
たのが82年。宝塚歌劇団退団から10年後のことでした」

退団から10年、新栄にダンススタジオ
　――劇団四季が東京で「キャッツ」を上演し、若者たちの
間にミュージカルブームが巻き起こるのが83年。スタジオ
のオープンは、まさにタイムリーでした。
　「オープン時には約100人の生徒が集まりました。88年
12月には中日劇場で第1回の公演を行うことができました。
その後も生徒は増え続け、鶴舞駅前にスタジオを移した時
には450人にもなっていました」
　――世界デザイン博（89年7月15日―11月26日）が開
催されるなど、名古屋が最も元気な時代でしたね。
　「デザイン博では市民ミュージカル『バード』の演出助手
を務めさせていただきました。3か月間のロングランでした
から、それはもう大変でした。その後スタジオを栄のアシッ
クスビル（3-5Ｆ）に移しました。ちょうどナディアパークが
建設中のころでした。なにせ名古屋の中心地。生徒はOL 
を中心に800人近くまで増えました。3フロアとはいえ、教
室はラッシュ状態。ステップで床が抜けるのではないかと
心配したほどです（笑）」
　――私も栄スタジオオープンの祝賀会に参加させてい
ただきましたが、名鶴先生は体調不良で欠席され、お目に
かかることができませんでした（笑）。
　「若いころから酷使してきた体ですからね。でも心身と
もに最も落ち込んだのは、現在のスタジオ（クレインビル）
建設の前後でした」
　――では2014年のクレインビル建設についてお聞かせ
ください。スタジオの建設には大変なご苦労があったと推

察しますが、どのような展望を描いて建設に着手されたの
でしょうか。
　「一番の理由は、栄のアシックスビルが売却されたため、
立ち退きを要請されたこと。何とかスタジオを守ろうとし
ましたが、かないませんでした。広く大きなスタジオが欲し
かったのは、公演のリハーサルのためでした。通常のレッス
ンはコンパクトなスタジオでも可能なのですが、公演のた
めには、本舞台と同じ大きさのスペースが必要になります。
芸術劇場や芸術創造センターのリハーサル室が自由に使
えればいいのですが、抽選があります。中区や東区のス
ポーツセンターを使ったこともありましたが、床が滑り過ぎ
るので、わざわざ100キロもあるリノリウムを運んで対応し
なければなりませんでした」

千代田に念願のスタジオ建設
　――それは全国のダンススタジオ共通の悩みでしょうね。
　「幸いだったのは、10年ほど前に約100坪の土地を購
入していたことです。しかし私が理想とするスタジオを作
るのは容易ではなかったようで、何人もの設計士がギブ
アップしてしまいました（笑）」
　――（姉の）加代さんがお亡くなりになったのも、そのこ
ろだったと聞いていますが。
　「姉は私が宝塚歌劇団を退団する10カ月前に、結婚の
ために退団していました。姉は歌うことが大好きで、退団
後もホテルのディナーショーや、亡くなる前は介護施設な
どで歌っていました。姉は私と違って社交家でした。私のラ
イバルでもあり、憧れでもありました。両親を亡くした直後
でもあり、とても大きなショックを受けました。ともあれ、立

派なスタジオが完成しましたが、私は抜け殻になってしま
いました」
　――心からお悔やみ申し上げます。話題を変えて、名鶴
ダンスカンパニーの公演についてうかがいます。当初から
公演には、今村ねずみ（THE CONVOY）さんら、東京の
有名ダンサー・振付家を起用されています。特別な理由が
あるのでしょうか。
　「東京の赤坂にTap Tipsというショーパブがあり、宝塚
の仲間とよく訪れていました。その店の人気者だったのが
THE CONVOYでした。名古屋出身のオーナーも好意的
で、彼らは私のスタジオのオープン当初から、手助けしてく
れました。特にねずみさんは公演の構成や振付に率先し
て参加してくれました。以来、うちの公演には、ねずみさん
つながりのダンサー・振付家が必ず参加してくれるように
なりました。本当に感謝しています」
　――公演といえば、2016年クレインビルのスタジオ内
で主力メンバーがミニ・ミュージカルを行いました。至近距
離でダンサーの息遣いを感じることができ、私は彼女らの
実力を再認識しました。これをシリーズ化する予定はあり
ませんか？
　「最近はスタジオ公演を行う団体が増えているようです
ね。確かにご来場いただいた皆さんには好評をいただきま
した。シリーズ化するかは別にして、またやってみたいです
ね。でも、着替えやメークのためのスペースがなかったり、
スタジオ内は音響や照明の設備も十分でなく、お客さまが
使用できるトイレの数も少ない。解決すべき課題も少なく
ありませんね」

成功の秘訣は〝努力する才能〟
　――当地では〝宝塚を目指すなら、名鶴ダンスカンパ
ニー〟といわれています。名鶴ダンスカンパニーからは何
人もの宝塚歌劇団、劇団四季、あるいはテーマパークダン
サー合格者が毎年出ています。さまざまなプロテストに合
格する秘訣があれば教えてください。
　「メンタル面で言えば、努力する才能がある人は強い、と

いうこと。困難を乗り越える力、折れない心、そして自身に
対して謙虚であること。入会時に『死ぬ気で頑張ります！』
といった生徒が３カ月で辞めてしまうケースもありますが
（笑）。基本的なことを言えば、優れた身体能力と声の良さ、
当たり前のことですが、健康な体と心の持ち主であること
だと思います」
　――健康な体といえば、昨年10月の公演で、名鶴さんは
客演のJUNさんとダイナミックでスリリングなダンスを披
露されました。失礼ながら名鶴さんのお年で、あれほど激
しいダンスができるとは驚きです。やはり日々の鍛練とい
うことでしょうか。
　「自分自身のバレエのレッスンとフィジカルトレーニング。
いくつになっても教師である限り体のメンテナンスは欠か
せません。時間とお金を惜しんではなりません」
　――長い取材にお付き合いいただきありがとうございま
した。最後に名鶴ダンスカンパニーの後継者についてうか
がいます。彼女らには何を望みますか？
　「多くのダンスを愛する若者たちが、このスタジオでダ
ンスを学び夢を描きました。後継者には、生徒たち一人一
人と、スタジオを離れても、出会えば笑顔であいさつできる
関係を築いてほしい。常に先を見て、物事を推し進める力
を付けてほしいと思います」

□プロフィール
　1968年、宝塚音楽学校に入学。70年「ハロー・タカラヅカ」
で初舞台を踏む。71年月組公演「ドン・ホセの一生」にミカエ
ラ役で出演、新人賞を受賞する。
　82年、ジャズダンス専門スタジオ「スタジオ№１ナゴヤ」（後
の名鶴ダンスカンパニー）を開設。
　2009年の公演「NOUS 14th」が名古屋市民芸術祭特別
賞を受賞。14年、日本ジャズダンス芸術協会ダンスコンクー
ルで「振付家協会賞」を受賞。
　同年、中区千代田に新スタジオを建設。名称を「名鶴ダン
スカンパニー」に改める。
　17年の創立35周年記念公演「NOUS 17th」が名古屋市
民芸術祭特別賞を受賞。
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タカラジェンヌへの夢叶えた熱意の人
　――名鶴さんといえば「宝塚」。ご自身も、姉の加代さん
も宝塚歌劇団に入団され活躍されました。宝塚を目指した
切っ掛け、試験に合格するためにどんな勉強をされたので
しょうか。
　「小学4年の時だったと思います。母が名鉄ホールで行
われた宝塚歌劇団の公演に、姉と私とを連れて行ってくれ
たのです。当時活動を行っていたのは宝塚歌劇団と松竹
歌劇団のみ。一般にはミュージカルが何なのかも知られて
いない時代でした。宝塚歌劇の夢のように華やかな舞台
を見て姉と私は虜になりました。最初に姉が『はいりたい！』

と声を上げました。わたしは姉の後ろから『わたしも！』と
（笑）。それ以後、母は私たちを、年に何度も宝塚の公演に
連れて行ってくれました。姉と私は当然のように宝塚歌劇
に夢中になりました」
　――名鶴さんのご両親は鶴舞で果実店を営んでおられ
たと聞いています。どんなご家庭だったのでしょうか。
　「場所は鶴舞、中央線高架下に1店、現在、中部大学の
名古屋キャンパスがあるあたりにも2店ありました。近くに
名古屋大学附属病院があったおかげで、とても繁盛したよ
うです（笑）。両親は経済的に、とても苦労して育ったと聞
いています。だから私たち姉妹には、投資を惜しみません
でした」

小4～高3、宝塚受験準備に没頭
　――宝塚受験のために、どんなレッスンを受けられたの
ですか？
　「果実店隣の幼稚園で、いろいろな教室が開かれていま
した。今でいう文化センターのようなものだったと思いま
す。姉と私は幼いころから南條流のダンスを習っていまし
た。宝塚受験を決めてからはバレエ、声楽、日舞、三味線、
タップと何でもやりました。特にバレエには力を入れまし
た。有名な貝谷八百子バレエ団の教室が名古屋にもあり、
高校3年まで6年間通いました。私は負けん気が強かった
ので、誰よりもうまくなろうと懸命でした。転んでも転んで
も、フェッテ（回転）の練習をしました。週末には宝塚に通
い、受験のためのレッスンを受けました。両親の経済的負
担は大変なものだったと思います」
　――高校は名門・金城学院でしたね。どんな生徒さん
だったのですか。
　「金城（中学、高校）を選んだのは私ではなく両親でした。
父が若いころ丁稚奉公に出た店のお嬢さんが金城生だっ
たそうで、自分の娘も行かせたかったんでしょうね。先に金
城生になっていた姉も『絶対金城がいい』と後押ししてく
れました。クラスメイトに負けたくないと、勉強も頑張りまし
た」
　――そして宝塚受験。名鶴さんは高3で受験され、スト
レートで合格されました。
　「美人だった姉が3度目で合格しました。私はダメだった
ら東京の大学か、フランスに留学させてもらおう、なんてこ
とを考えていたんです（笑）。姉の合格は私が高1の時で
54期生。私は56期生になります。姉の合格は本当にうれ
しかった。自分が合格した時よりも誇らしく思えました。私
がストレートで合格できたのは、姉を見て、歌やバレエの合
格レベルが分かっていたからだと思います」
　――56期生は1968年に宝塚音楽学校に入学し、70年
に卒業。同年宝塚歌劇団に入団したのは70人。同期生に

はどんな人がいらしたのでしょうか。
　「後に雪組のトップスターになる麻実れいさん、雪組と
星組で娘役トップになる東千晃さん、そして人気歌手にな
る小柳ルミ子さん。石田ゆりさん（女優・石田あゆみの妹で、
後になかにし礼と結婚）は音楽学校卒業後、入団を放棄さ
れました。小柳さんも入団の年（70年）に初舞台のみに出
演し退団されました。石田さん、小柳さんは芸能界指向が
強かったようです」

入団1年目、大役ゲットし新人賞
　――名鶴さんは56期生の中で、どのような存在だった
のでしょうか。また、ご自身のレベルは同級生と比較してど
うでしたか？
　「私は小さくて、スタイルもあまり良くありませんでした
（苦笑）。目立たない生徒だったと思いますが、実技、学科
の成績はトップクラスで、委員長をさせていただいていまし
た。在団中の一番の思い出は、入団1年目の71年3月に、
月組の『ドン・ホセの一生』で、メーンキャストのミカエラに
抜擢され、10月には中日劇場で公演できたことです。1年
目の新人に大役が与えられることは異例中の異例で、団
から新人賞をいただきました。故郷に錦を飾ることができ、
毎日のようにマスコミの取材を受けました。両親にも恩返
しができたのではと思いました」
　――しかし名鶴さんは入団から3年後の73年に退団さ
れました。何か特別な事情があったのでしょうか。
　「退団を決断したのは、宝塚歌劇団は男役中心の世界
だと思ったこと。結局自分はこの世界に向いていないと実
感しました。両親も、早く結婚して普通の女性の幸せをつ
かんでほしいと願っていました。私は研究科1年で大役を
与えていただいたにもかかわらず、結婚を理由にさっさと
退団してしまいました」
　――つらい決断をされたのですね。しかし負けず嫌いの
名鶴さんは、落ち込む間もなく次のステップを踏み出しま
す。
　「歌劇は歌とダンスとお芝居の総合芸術。でもすべてを
完璧にできる人はいません。結局、中途半端になってしまう。

N A G O Y A  C u l t u r a l  I n f o r m a t i o n0 8 N A G O Y A  C u l t u r a l  I n f o r m a t i o n 0 9

I n t e r v i e wI n t e r v i ew I n t e r v i ew

だったらどれか一つのことを極めたいと思いました。そして
選んだのがジャズダンスだったのです。宝塚歌劇団退団後、
結婚し2人の子供に恵まれました。私は子育てをしながら
東京や宝塚に通い、ジャズダンスの先生方のレッスンを受
けました。そして新栄のスポルト名古屋にスタジオを開設し
たのが82年。宝塚歌劇団退団から10年後のことでした」

退団から10年、新栄にダンススタジオ
　――劇団四季が東京で「キャッツ」を上演し、若者たちの
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のオープンは、まさにタイムリーでした。
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12月には中日劇場で第1回の公演を行うことができました。
その後も生徒は増え続け、鶴舞駅前にスタジオを移した時
には450人にもなっていました」
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催されるなど、名古屋が最も元気な時代でしたね。
　「デザイン博では市民ミュージカル『バード』の演出助手
を務めさせていただきました。3か月間のロングランでした
から、それはもう大変でした。その後スタジオを栄のアシッ
クスビル（3-5Ｆ）に移しました。ちょうどナディアパークが
建設中のころでした。なにせ名古屋の中心地。生徒はOL 
を中心に800人近くまで増えました。3フロアとはいえ、教
室はラッシュ状態。ステップで床が抜けるのではないかと
心配したほどです（笑）」
　――私も栄スタジオオープンの祝賀会に参加させてい
ただきましたが、名鶴先生は体調不良で欠席され、お目に
かかることができませんでした（笑）。
　「若いころから酷使してきた体ですからね。でも心身と
もに最も落ち込んだのは、現在のスタジオ（クレインビル）
建設の前後でした」
　――では2014年のクレインビル建設についてお聞かせ
ください。スタジオの建設には大変なご苦労があったと推

察しますが、どのような展望を描いて建設に着手されたの
でしょうか。
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なければなりませんでした」
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ピックア
ップ 時代を彩る時代劇　

その名は大衆演劇！

S u b c u l t u r e

いとしの
サブカル

御陵 正人
NHK 名古屋放送児童劇団を経て桐朋大学演劇専攻へ入学。演出家・蜷川
幸雄に教えを受ける。2016年7月の鈴蘭南座緞帳落とし公演を機に御陵
一座を旗揚げ。全国各地で興行を行う傍ら、座長大会、大衆演劇劇団への
ゲスト出演等も行う。

時代劇団「御陵一座」座長

名古屋に新たな演劇賞創設！

　「平成最後」というのは最近（2019年3月現在）の流行
語である。
一つの歴史が終わればまた新しい歴史が始まる。いつの
時代も人々の生活や日々の娯楽を支えてきたのがサブカ
ルチャーだ。

　現代のサブカルといえばアニメや特撮などが挙げられ
る。その中でも時代モノをテーマとした作品は本当に多
い。サムライニンジャのアニメはクールジャパンの代名詞、
特撮戦隊ヒーローの原点は歌舞伎演目の白浪五人男。戦
国武将や歴史の偉人たちは次々と現世に転生し全国各
地の観光を支えている。とりわけ名古屋は徳川御三家の
お膝元ということもあり「時代サブカル」に明るい土地柄
である。
　その時代サブカルの歴史で重要なのが演劇だ。
　日本で一番、1年間の上演回数が多い演劇のジャンルを
ご存じだろうか。現代劇、シェイクスピアと多々あれども、
実は「時代劇」がナンバーワン。そしてその大半を占めて
いるのが、我々が取り組む大衆演劇なのだ。
　全国で100を超える時代劇を主とした劇団達が月2～3
日の休み以外は年間通してほぼ毎日上演している。家族
を主体とした団体構成で、ひと月毎に場所を変え、台本の
ない「口立て」でセリフを覚える。演目は日替わり、当然そ
の日の本番が終わった後から翌朝までの時間で次の演目

のお稽古。そんな生活を生業とする旅役者達が全国にい
る。
　江戸文化を基本にド派手なチャンバラや人情味溢れる
お芝居＋最新ヒット曲から浪曲まで豪華絢爛な衣装に身
を包んで踊る歌謡ショー。約3時間たっぷり楽しめて料金
は2,000円以下で観劇できる場所も多い。これぞ名の通
り大衆のための演劇であろう。
　ＴＶも映画も無かった時代、人々の娯楽の中心はお芝
居＝大衆演劇でもあった。戦時中は遠方の戦地で兵士達
の心を時代劇が癒した記録も数多く残されている。「瞼の
母」や「国定忠治」、「森の石松」などは時代を超えて愛さ
れる作品だ。今日もきっとどこかで上演されているはずで
ある。
　残念ながら名古屋で唯一の大衆演劇小屋 鈴蘭南座は
惜しまれながらも2016年7月に閉館してしまったが、その
折に筆者の一座が緞帳落としを務めた際には本当に多く
のお客様に見送ってもらい、大衆演劇への愛を感じること
が出来た。少しでも興味の湧いた方は是非とも名古屋は
平針の健康センター…もしくは御陵一座の興行まで
（笑）。
　江戸時代が終わって150年余り。150年後のサブカル
で果たして我々はどう描かれるのか？ 新しい時代を迎え
た今、次はどんなに楽しく胸躍る「時代劇」が生まれるの
か大いに期待しようではないか。

　2019年４月、名古
屋に新たな演劇賞
「アクテノン記念 江
崎演劇賞」が名古屋
市文化振興事業団
により創設されまし
た。
　この賞は2018年
６月に逝去された故
江崎順子氏の遺志
を受け継ぎ、ご遺族
からの寄付をもと
に、江崎氏の名古屋
市域における演劇分
野の振興に対する情
熱とアクテノンへの想いを後世に受け継ぐことを目的
とした演劇賞です。
　名古屋市出身の江崎氏は旧名古屋演劇アカデミー２
期を卒業後、1984年に「劇団･夏蝶」を結成。長年にわ
たり日本の女性の生き方を描いた作品を中心に舞台で
上演し、他劇団への客演、テレビ、ラジオドラマに出演。
司会や朗読の講師など多岐にわたり活躍されました。
　また、名古屋市演劇練習館アクテノンの開館当時か
ら運営委員を務め館の運営に深く関わると共に、アク
テノン・フェスティバル実行委員会にも参加。アクテノン
参観日（利用者以外にも館を一日無料開放するイベン
ト）などにも積極的に参加し活動されていました。江崎
氏が亡くなられた３ヶ月後の９月には、アクテノンに愛
情を持ち、長年にわたり支えてきた氏を偲ぶ企画展、
「江崎順子のカーテンコール～劇団･夏蝶のあゆみとと
もに」がアクテノンの１階資料室コーナーで約１ヶ月に
わたり開催されました。

　この地域には数年前まで「松原英治･若尾正也記念
演劇賞」がありました。地元演劇の振興と松原英治氏･
若尾正也氏のお二人の業績を偲ぶために1996年に創
設された演劇賞です。社会状況や経済事情の変化など
もあり2013年が最後となりましたが、37名を数える受

賞者は、既に鬼籍に入られた方を除きほとんどの方々
が今も第一線で活躍され、この地域の演劇の発展に貢
献されています。
　５年の空白期間を経て新しく創設されたこの「アクテ
ノン記念 江崎演劇賞」が、この地域の演劇人の大きな
刺激となり名古屋市域の演劇シーンが活性化し盛り上
がっていくことを期待しています。　　　 （吉田明子）

＜アクテノン記念 江崎演劇賞＞　
・近年の継続した演劇活動がとくに顕著で、名古屋市
域の演劇の振興に貢献のあった個人または団体に毎
年１件授与する。

・正賞：賞状、副賞：賞金30万円。（受賞記念公演に
対し会場費として上限25万円を助成）

・名古屋市域の各演劇の分野で活躍する５名の選考委
員により選考。

・第１回授賞式は2020年３月中旬を予定。

江崎順子プロフィール
俳優。劇団･夏蝶代表。
劇団･夏蝶公演 ’93「女の庫」（作/麻創けい子 演出/
木崎裕次）と ’98「マンザナ、わが町」（作/井上ひさし 
演出/木崎裕次）で、２度名古屋市民芸術祭賞受賞。
2004年一人芝居「花いちもんめ」（作/宮本研 演出/
わらしべ長者）で名古屋演劇ペンクラブ賞受賞。
2018年6月12日逝去。

みさ  さぎ    まさ   と

一人芝居「花いちもんめ」

N A G O Y A  C u l t u r a l  I n f o r m a t i o n1 0 N A G O Y A  C u l t u r a l  I n f o r m a t i o n 1 1



P i c k  u p

ピックア
ップ 時代を彩る時代劇　

その名は大衆演劇！

S u b c u l t u r e

いとしの
サブカル

御陵 正人
NHK 名古屋放送児童劇団を経て桐朋大学演劇専攻へ入学。演出家・蜷川
幸雄に教えを受ける。2016年7月の鈴蘭南座緞帳落とし公演を機に御陵
一座を旗揚げ。全国各地で興行を行う傍ら、座長大会、大衆演劇劇団への
ゲスト出演等も行う。

時代劇団「御陵一座」座長

名古屋に新たな演劇賞創設！

　「平成最後」というのは最近（2019年3月現在）の流行
語である。
一つの歴史が終わればまた新しい歴史が始まる。いつの
時代も人々の生活や日々の娯楽を支えてきたのがサブカ
ルチャーだ。

　現代のサブカルといえばアニメや特撮などが挙げられ
る。その中でも時代モノをテーマとした作品は本当に多
い。サムライニンジャのアニメはクールジャパンの代名詞、
特撮戦隊ヒーローの原点は歌舞伎演目の白浪五人男。戦
国武将や歴史の偉人たちは次々と現世に転生し全国各
地の観光を支えている。とりわけ名古屋は徳川御三家の
お膝元ということもあり「時代サブカル」に明るい土地柄
である。
　その時代サブカルの歴史で重要なのが演劇だ。
　日本で一番、1年間の上演回数が多い演劇のジャンルを
ご存じだろうか。現代劇、シェイクスピアと多々あれども、
実は「時代劇」がナンバーワン。そしてその大半を占めて
いるのが、我々が取り組む大衆演劇なのだ。
　全国で100を超える時代劇を主とした劇団達が月2～3
日の休み以外は年間通してほぼ毎日上演している。家族
を主体とした団体構成で、ひと月毎に場所を変え、台本の
ない「口立て」でセリフを覚える。演目は日替わり、当然そ
の日の本番が終わった後から翌朝までの時間で次の演目

のお稽古。そんな生活を生業とする旅役者達が全国にい
る。
　江戸文化を基本にド派手なチャンバラや人情味溢れる
お芝居＋最新ヒット曲から浪曲まで豪華絢爛な衣装に身
を包んで踊る歌謡ショー。約3時間たっぷり楽しめて料金
は2,000円以下で観劇できる場所も多い。これぞ名の通
り大衆のための演劇であろう。
　ＴＶも映画も無かった時代、人々の娯楽の中心はお芝
居＝大衆演劇でもあった。戦時中は遠方の戦地で兵士達
の心を時代劇が癒した記録も数多く残されている。「瞼の
母」や「国定忠治」、「森の石松」などは時代を超えて愛さ
れる作品だ。今日もきっとどこかで上演されているはずで
ある。
　残念ながら名古屋で唯一の大衆演劇小屋 鈴蘭南座は
惜しまれながらも2016年7月に閉館してしまったが、その
折に筆者の一座が緞帳落としを務めた際には本当に多く
のお客様に見送ってもらい、大衆演劇への愛を感じること
が出来た。少しでも興味の湧いた方は是非とも名古屋は
平針の健康センター…もしくは御陵一座の興行まで
（笑）。
　江戸時代が終わって150年余り。150年後のサブカル
で果たして我々はどう描かれるのか？ 新しい時代を迎え
た今、次はどんなに楽しく胸躍る「時代劇」が生まれるの
か大いに期待しようではないか。

　2019年４月、名古
屋に新たな演劇賞
「アクテノン記念 江
崎演劇賞」が名古屋
市文化振興事業団
により創設されまし
た。
　この賞は2018年
６月に逝去された故
江崎順子氏の遺志
を受け継ぎ、ご遺族
からの寄付をもと
に、江崎氏の名古屋
市域における演劇分
野の振興に対する情
熱とアクテノンへの想いを後世に受け継ぐことを目的
とした演劇賞です。
　名古屋市出身の江崎氏は旧名古屋演劇アカデミー２
期を卒業後、1984年に「劇団･夏蝶」を結成。長年にわ
たり日本の女性の生き方を描いた作品を中心に舞台で
上演し、他劇団への客演、テレビ、ラジオドラマに出演。
司会や朗読の講師など多岐にわたり活躍されました。
　また、名古屋市演劇練習館アクテノンの開館当時か
ら運営委員を務め館の運営に深く関わると共に、アク
テノン・フェスティバル実行委員会にも参加。アクテノン
参観日（利用者以外にも館を一日無料開放するイベン
ト）などにも積極的に参加し活動されていました。江崎
氏が亡くなられた３ヶ月後の９月には、アクテノンに愛
情を持ち、長年にわたり支えてきた氏を偲ぶ企画展、
「江崎順子のカーテンコール～劇団･夏蝶のあゆみとと
もに」がアクテノンの１階資料室コーナーで約１ヶ月に
わたり開催されました。

　この地域には数年前まで「松原英治･若尾正也記念
演劇賞」がありました。地元演劇の振興と松原英治氏･
若尾正也氏のお二人の業績を偲ぶために1996年に創
設された演劇賞です。社会状況や経済事情の変化など
もあり2013年が最後となりましたが、37名を数える受

賞者は、既に鬼籍に入られた方を除きほとんどの方々
が今も第一線で活躍され、この地域の演劇の発展に貢
献されています。
　５年の空白期間を経て新しく創設されたこの「アクテ
ノン記念 江崎演劇賞」が、この地域の演劇人の大きな
刺激となり名古屋市域の演劇シーンが活性化し盛り上
がっていくことを期待しています。　　　 （吉田明子）

＜アクテノン記念 江崎演劇賞＞　
・近年の継続した演劇活動がとくに顕著で、名古屋市
域の演劇の振興に貢献のあった個人または団体に毎
年１件授与する。

・正賞：賞状、副賞：賞金30万円。（受賞記念公演に
対し会場費として上限25万円を助成）

・名古屋市域の各演劇の分野で活躍する５名の選考委
員により選考。

・第１回授賞式は2020年３月中旬を予定。

江崎順子プロフィール
俳優。劇団･夏蝶代表。
劇団･夏蝶公演 ’93「女の庫」（作/麻創けい子 演出/
木崎裕次）と ’98「マンザナ、わが町」（作/井上ひさし 
演出/木崎裕次）で、２度名古屋市民芸術祭賞受賞。
2004年一人芝居「花いちもんめ」（作/宮本研 演出/
わらしべ長者）で名古屋演劇ペンクラブ賞受賞。
2018年6月12日逝去。

みさ  さぎ    まさ   と

一人芝居「花いちもんめ」

N A G O Y A  C u l t u r a l  I n f o r m a t i o n1 0 N A G O Y A  C u l t u r a l  I n f o r m a t i o n 1 1



デザイン・印刷／駒田印刷株式会社 なごや文化情報は、古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

平
成
31
年
4
月
25
日
発
行（
隔
月
1
回
25
日
発
行
）通
巻
386
号

　編
集
発
行
／
公
益
財
団
法
人

　名
古
屋
市
文
化
振
興
事
業
団

　
　〒
4
6
0
ー
0
0
0
8

　名
古
屋
市
中
区
栄
三
丁
目
18
番
1
号

　

TEL

（052

）249-9385

　

FAX

（052

）249-9386

　

  H
P

　

http://w
w
w
.bunka758.or.jp/

I n f o rm a t i o n

◎年間6,480円で毎月お手元にお届けいたします。
◎毎月24,000部発行 ※東海地方の演劇・舞踊・音楽公演・ホール、DM等にて配布
◎年間6,480円で毎月お手元にお届けいたします。
◎毎月24,000部発行 ※東海地方の演劇・舞踊・音楽公演・ホール、DM等にて配布

〒461-0004 愛知県名古屋市東区葵2-11-22 アバンテージ葵305
TEL（052）508-5095　FAX (052）508-5097　
URL http://www.mane-pro.com

〒461-0004 愛知県名古屋市東区葵2-11-22 アバンテージ葵305
TEL（052）508-5095　FAX (052）508-5097　
URL http://www.mane-pro.com

頼 も し い 味 方 を お 探 し で す か ？

〒460-0021　名古屋市中区平和２-9-12　http://www.kp-c.co.jp

TEL(052)331-8881

集客・販促プランナー アートディレクター 印刷コンサルタント
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随想／永見 隆幸（音楽家 著作家 舞台ディレクター）　特集／「コトノハなごや」受賞作品
この人と…／名鶴 ひとみ（名鶴ダンスカンパニー主宰）
いとしのサブカル／御陵 正人（時代劇団「御陵一座」座長）
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